
    

                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 3 月 9 日(木)、奥原副市長をお迎えして、第 76 回卒業証書授与式を行いました。卒業式

は、学校で最も大切な行事だと思います。ふり返ってみると、3 年前の春、3 年生と共に東

中に校長として赴任し、3 年生と共に卒業する私にとっても、この 3 年間は想い出深い時間

でした。入学式は 2 か月遅れ、その後も臨時休業や分散登校がありました。コロナ禍は 3 年

間にも及び、日々悩むことの多い時間でしたが、それ以上に東中に関わる人々と困難をのり

こえ、喜びをわかちあうことのできた時間でした。 
「想」、「創」、「結」、この 3 年間東中が大切にしてきた文字です。3 年生はこの東中で、

大きく成長してくれたように思います。あたり前に教室にいた仲間が目の前にいなくとも、

黒板にメッセージを書き合いながら、仲間を想う気持ちと豊かな想像力でのり越えました。

部活動の大会への出場が危ぶまれた時、出場できなかった仲間の想いを胸に戦いました。今

ではあたり前になったリモートやクロームブックの使用、そういった創意工夫は不可能を

可能へと変えていきました。逢えないことに不平を言うのではなく、できないことに不満を

もつのではなく、自分のできることに精一杯取り組み、道を拓いていくその姿は、力強く生

きていく未来を想像させるだけではなく、我々職員を勇気づけてもくれました。 
「卒業式を見ると学校の力がわかる」、よく教育の世界で耳にする言葉です。中学校の卒

業式は、義務教育のまとめとなる最後の授業です。担任の先生の呼名に大きな返事で応え、

自分の意志で証書を受け取り、堂々と振る舞いました。別れの言葉で、これからの決意、今

までの感謝を表現し、合唱では、社会の中でも必要不可欠な仲間との結びつきを伝えまし

た。1，2 年生と職員が力を合わせ、前日の準備から、3 年生のためにという共通の想いを

もちながら、会場準備、環境整備に心を込めて取り組みました。3 年生の立派な姿、1，2 年

生の献身的な姿は、まさに今の東中学校の様子を伝えるものでした。 
3 年生が別れの言葉の中で、「“あたり前”の反対は“ありがとう”」と言っていました。

“あたり前”は“あたり前”ではなく、そこに込められた想いを理解できるようになった 3
年生の成長、合唱を含んだ別れの言葉、1 家庭保護者 2 名までとなった参加態勢、こういっ

た卒業式の様子が、アフターコロナの新しい時代の訪れを予感させてくれました。卒業式で

話した私のはなむけの言葉と、生徒の別れの言葉の結びは、偶然にも全く同じ言葉でした。 
「3 年間本当にありがとうございました」 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私自身がこの東中に来て、もう 20 年の月日が過ぎようとしています。教え子が本校の教

師や、保護者であったりすることを考えると、本当に長い時間が過ぎたのだと思います。

かつて学級担任だった頃は、手書きで A4 の学級通信を毎日書いていました。1 年生の担任

だった時は「夢」、2 年生では「道」、3 年生では「はるか」というタイトルで書いたことも

ありました。義務教育を終え、東中で力をつけた子供たちが、豊かな人生を歩み続けるこ

とを願ってのものでした。なぜ学級通信を書いたのかと言えば、文章によって、なかなか 

言葉では伝えきれないことを伝えたり、子供

たちを認めたり、保護者の皆さんにも文章を

読んでいただくことで、学校の様子を理解し

ていただき、保護者の皆さんにも子供たちと

一緒に多感な中学校生活を送って欲しかっ

たからです。 
東中には多くの行事があります。また、部

活動も盛んです。でもそれは、行事を行うこ 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

と、部活動を行うことだけに意味があるのではありません。活動に取り組むことによって 
子供たちが目標に向かって頑張る力を育てます。あきらめずものごとに取り組む力を育て

ます。取り組みながら創造する力を育てます。また、やり遂げるために必要な仲間と協力

することを学びます。力を合わせる楽しさを知ります。そして、やり遂げた後得られる成

就感は、子供たちの次への活動意欲につながります。「部活動の東中」と言われていますが、

「文武両道」を目指し、学習はもちろん、オープンスクール、東輝祭、合唱コンクール、1
年生による母校訪問、3 年生に贈る会等の文化的な行事にも力を入れることで、東中の子

供たちは、仲間と話し合うこと、協力することに意義を感じると共に、学力も向上してい

ます。子供たちが「東中の伝統だから」という言葉をよく口にするのは、そのためです。 
3 月 20 日(月)、1，2 年生がこの時期には珍しいブロック対抗の合唱発表とレクレーショ

ンを行いました。この取組は、コロナ禍においてブロック活動等がなかなかできない状況

の中、来年度からのアフターコロナの学校を創造するために、1，2 年生の自治活動を組織

するねらいで行われました。短期間で取り組んだにもかかわらず、あたたかい響きを創り

出す歌声や、楽しそうに競技に取り組む子供たちの様子は、これからも東中が発展してい

くことを想像させてくれました。3 年生が卒業し、最上級生となった 2 年生のリーダーシ

ップ、2 年生と協力して行事を成功させようとする 1 年生の成長した姿を観ることができ 

て、本当にうれしい気持ちになりました。新

生徒会役員を中心とした 1，2 年生に、大き

な期待を寄せます。 
「夢きよく 道はるか」 

東中がこれからも子供たちの活気のある

声が響き、その中で子供たちが成長していく

学校であることを願っています。保護者の皆

さんのご協力に感謝すると共に、これからも

東中をよろしくお願いします。 

   


